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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

本研究では、製錬現場の Mn 汚染自然減衰機構を解明すると同時にそれに関わる有用な Mn 酸

化細菌の単離に成功した。本単離株の利用により従来法の代替となり得る、低コストの Mn 酸化

処理バイオプロセスを提案するに至った。加えて生物起源 Mn 酸化物の亜ヒ酸処理への応用可能

性など、その付加価値を見出した。これら一連の知見は資源環境工学上寄与するところが大きい。

よって、本論文は博士（工学）の学位に値するものであると認める。  

 


